質疑回答内容公表

業務名　特定健康診査受診勧奨等業務委託
回答課　国保年金課
更新日　令和７年５月　２３日
	№
	質疑受付日
	質疑内容
	公表日
	回答内容

	１
	令和７年５月２０日
	【質問1】「5 業務内容,（１）特定健康診査等受診勧奨業務,イ 特定健診受診勧奨候補者リストの作成、について」
「(イ)必要情報」に受診確率の開示が必要と記載がありますが、開示できない場合は、仕様を満たせず参加資格がないという理解で良いでしょうか。
【質問2】「5 業務内容,(1)特定健康診査等受診勧奨業務,オ 特定健康診査受診勧奨(2回目)印刷業務、について」
(ウ)通知書の内容に「生活習慣病罹患リスクシミュレーションについては、日本人を対象とした20年以上の集団観察研究から得られた研究成果が、大学等公的研究機関により客観的に評価・論文化されたものを採用し」と記載がありますが、該当する特定の業者のみが該当すると思われます。

ほとんどの業者は該当しないと思われますが、生活習慣病罹患リスクシミュレーションは必須でしょうか。
【質問3】「5 業務内容,(2)ヤング健診受診勧奨通知印刷業務,イ ヤング健診受診勧奨通知印刷業務、について」
「通知物(受診勧奨用資材)については、ソーシャルマーケティング手法を活用し、500名以上のインタビュー調査をもとに勧奨対象者の特性に合わせた個別具体的な内容とする。」と記載がありますが、500名以上のインタビュー調査を実施していない場合は、仕様を満たせず参加資格がないという理解で良いでしょうか。
【質問4】「5 業務内容,(1)特定健康診査等受診勧奨業務,ア データベースの構築業務、(5)生活習慣病に関する治療中断者に対する医療機関受診勧奨業務,ア データベースの構築業務、(6)受診行動適正化業務,ア データベースの構築業務、について」
「(オ)データベース構築に係る技術は、他社開発等の特許技術等の第三者の権利を侵害しない、また侵害する恐れのない方法によるものとし」と記載されておりますが、他社開発等の特許技術等を侵害しない証明としては、自社の特許技術を証明するという理解で宜しいでしょうか。

また、侵害する恐れのない方法、の証明はどのようにするものでしょうか。
【質問5】「5 業務内容,(1)特定健康診査等受診勧奨業務,ア データベースの構築業務、(5)生活習慣病に関する治療中断者に対する医療機関受診勧奨業務,ア データベースの構築業務、(6)受診行動適正化業務,ア データベースの構築業務、について」
「(ウ)レセプトに記載された全ての傷病名と診療行為（薬剤、検査、手術、処置、指導料等）を正しく結び付け、レセプトに複数の傷病名が存在する場合は、傷病名ごとの医療費の算出が可能な精度の高いデータベースとすること。」 と記載がありますが、対応できない場合、参加資格が無いという理解で宜しいでしょうか。
【質問6】「5 業務内容,(6)受診行動適正化業務,イ 受診行動適正化対象者リストの作成業務、について」
「(イ)頻回受診者リストは、3か月連続して同一月内に同一傷病で同一医療機関を12回以上受診している者を抽出してリストを作成する。」と記載がありますが、同一傷病名を抽出できない場合、参加資格が無いという理解で宜しいでしょうか。
【質問7】「特定健康診査受診勧奨等業務仕様書」
高度な技術や専門的な知識が必要とされていることは理解しておりますが、上記の質問を全て履行できる事業者は限定されると思われます。
事業者が複数参加し価格競争ができるよう仕様内容における必須事項の易化や、もしくは⑴⑵⑶の業務の部分受注などを協議して決定することとし、入札参加することは可能でしょうか。

	令和７年５月２３日
	１．お見込みのとおりです。
２．仕様書のとおり、生活習慣病罹患リスクシュミレーションは必要です。なお、研究成果については自社内のものに限りません。
３．インタビュー調査は業務内で行っていただければ問題ありません。
４．他社開発等の特許技術等を侵害しないこと及び自社特許の証明をする必要はありません。
５．お見込みのとおりです。
６．お見込みのとおりです。
７．複数事業者が参加及び価格競争できる仕様内容だと考えております。また、部分受注を協議することは不可能です。


